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本報告書の調査は、本件鉄道事故に関し、運輸安全委員会設置法に基づ

き、運輸安全委員会により、鉄道事故及び事故に伴い発生した被害の原因

を究明し、事故の防止及び被害の軽減に寄与することを目的として行われ

たものであり、事故の責任を問うために行われたものではない。

運 輸 安 全 委 員 会

委 員 長 後 藤 昇 弘



Ⅰ 西日本旅客鉄道株式会社 山陽線大久保駅構内

鉄道人身障害事故
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鉄道事故調査報告書 

 

 

鉄道事業者名：西日本旅客鉄道株式会社 

事 故 種 類：鉄道人身障害事故 

発 生 日 時：平成２０年９月２６日 ７時３７分ごろ 

発 生 場 所：兵庫県明石市 

山陽線 大久保駅構内（複線） 

 

 

平成２１年 １ 月 ６ 日 

運輸安全委員会（鉄道部会）議決 

委 員 長  後 藤 昇 弘 

委   員  楠 木 行 雄 

委   員  松 本   陽（部会長） 

委   員  中 川 聡 子 

委   員  宮 本 昌 幸 

委   員  富 井 規 雄 

 

 

１ 鉄道事故調査の経過 

 

１.１ 鉄道事故の概要 

西日本旅客鉄道株式会社の大阪駅発姫路駅行き１２両編成の下り電第３４０１Ｍ列

車は、平成２０年９月２６日（金）、西明石駅を定刻（７時３４分）から１分ほど遅れ

て出発した。 

運転士は、大久保駅を通過中プラットホームから身を乗り出している女性を発見し、

気笛吹鳴及び非常ブレーキを操作したが、間に合わず衝突し女性は死亡した。 

なお、この事故により同駅プラットホーム上で、後続の下り電第３２３Ｍ列車を待

っていた旅客４名が負傷した。また、列車には、乗客約１,５００名及び乗務員２名が

乗車していたが、負傷者はなかった。 

列車は、運転室右側前面ガラス（車両は前から数え、前後左右は列車進行方向を基

準とする。）が破損した。 
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１.２ 鉄道事故調査の概要 

本事故は、鉄道事故等報告規則第３条第１項第６号に規定する鉄道人身障害事故で

あって５人以上の死傷者を生じたものであり、国土交通省令1の定める調査対象である

ことから、航空・鉄道事故調査委員会は、平成２０年９月２６日、本事故の調査を担

当する主管調査官ほか１名の鉄道事故調査官を指名した。 

近畿運輸局は、本事故調査の支援のため、職員を現場に派遣した。 

平成２０年９月２６日に現場調査、車両調査及び口述聴取を実施した。 

原因関係者から意見聴取を行った。 

 

 

２ 認定した事実 

 

２.１ 運行の経過 

事故に至るまでの経過は、西日本旅客鉄道株式会社（以下「同社」という。）の下り

電第３４０１Ｍ列車（新快速列車、以下「本件列車」という。）の運転士（以下「本件

運転士」という。）、本件列車の乗客１名及び大久保駅（以下「同駅」という。）のプラ

ットホーム（以下「ホーム」という。）で後続の下り電第３２３Ｍ列車（以下「普通列

車」という。）を待っていた旅客で負傷した４名（以下「負傷者Ａ」、「負傷者Ｂ」、「負

傷者Ｃ」、「負傷者Ｄ」という。）のうち２名（負傷者Ａ及び負傷者Ｂ）、並びに目撃者

２名（以下「目撃者Ａ」、「目撃者Ｂ」という。）の口述によれば、概略次のとおりであ

った。 

(1) 本件運転士 

事故当日は、宮原操車場で本件列車の出区点検を行い、その後、大阪駅に回

送し、大阪駅から姫路駅まで乗務する予定であった。 

西明石駅では、約１分程度遅れて出発した。出発後、パラパラと雨が降って

きたが、視界が悪いというようなこともなくブレーキが滑るということもなか

った。 

通過駅である同駅に差しかかるまでに、速度を１２０km/h に加速し、同駅の

ホーム始端付近（神戸駅起点２５ｋ４２５ｍ、以下「神戸駅起点」は省略）で、

ノッチをオフにした。 

この時のホーム上は、人が溢れているような状況ではなく、点字ブロック付

                         
1  「国土交通省令」とは、「航空・鉄道事故調査委員会設置法第２条の２第４項の国土交通省令で定める重大な

事故及び同条第５項の国土交通省令で定める事態を定める省令」第１条第２号を指す。なお、同省令は、平成

２０年１０月１日、運輸安全委員会発足に伴い「運輸安全委員会設置法施行規則」第１条第２号ロとなった。 
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近を歩いている人もいなかったので、気笛を鳴らすこともなく同駅を通過しよ

うとしたところ、本件列車の直前に女性（以下「本件女性」という。）が身を

乗り出してきた。気笛を吹鳴し、非常ブレーキを操作したが、間に合わず運転

室右側前面ガラスに本件女性が衝突した。 

本件女性を発見したのは、衝突した地点から約５０ｍ手前のホーム中程の位

置（２５ｋ５００ｍ付近）だったと思う。 

なお、本件列車は大阪駅を出発してから事故発生までの間、異常はなかった。 

(2) 乗客 

事故当日は、大きめの荷物があったので、乗換えが楽なように本件列車の１

号車に乗って、運転室右側の前面ガラスから景色を眺めていた。 

その後、本件列車が同駅を通過中、階段（２５ｋ５６０ｍ付近、本件列車の

進行状況から階段は見えないためエスカレータと思われる。）に近いところか

ら本件女性が人の間をすり抜け、本件列車に対して体を開くように点字ブロッ

クの方に向かって進んできた。 

この時、ホーム上は混んでいるような状況ではなく、点字ブロックとホーム

の縁
へり

まで１ｍほど余裕があったので、身を退くのだろうと思っていたところ、

線路をのぞき込むような行動を取ったので、運転士が、気笛を鳴らしたのを覚

えている。 

その後、本件女性が線路の方に進んで、本件列車と衝突して窓ガラスが蜘蛛

の巣を張ったようにひび割れた。自分はしゃがみ込んだので、運転士がブレー

キを掛けたことについてはよく分からなかった。 

(3) 負傷者Ａ（男性） 

普段から通勤で利用しており、当日も７時４０分の下り普通列車に乗るため

ホームのいつも立っている場所（２５ｋ５７０ｍ付近）で普通列車を待ってい

た。 

通常は、本件列車が通過する時の風圧が嫌なので、壁際に寄って見送ってい

るが、当日は、友人へのメールの返事を作成しており、携帯電話を見ていたた

め、どんなふうに被害にあったのかよく分からない。 

本件列車が通過している最中に足に何か当たったなと思ったと同時に壁が飛

んで来たように思えた。しかし、よく周りを見渡してみると自分がホームに倒

れており、頭、肩、脇腹などを打ちつけ怪我をしていた。 

また、右隣に立っていた負傷者Ｄ（女性）が四つん這いになっていたのを見

たが、事故にあった本件女性は見ていない。 

(4) 負傷者Ｂ（男性） 

いつも同じ場所（負傷者Ａの西明石駅側）で本件列車や貨物列車を見送って、
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その後、到着する普通列車で通勤している。 

当日も普通列車を待っていたところ本件列車がホームに入って来たので、西

明石駅寄りに向きを変え、通過時の風圧を受け流そうとしたところ、目の端に

人が電車の方へ歩いて、近づいていくようなところを見た記憶がある。 

本件列車が自分の前を通過するか否かの時に何か物体が飛んで来て、気が付

いた時にはホームに倒れていたが、自分の左側の負傷者Ｃ（女性）は立ってい

た。 

足が痛かったが状況が分からなかったので、とりあえず立とうと思い、立ち

上がったところ、右隣で立っていた負傷者Ａと負傷者Ｄが倒れており、自分と

同じような状況であった。 

負傷者Ａから「何があったんでしょうか」と聞かれたので、周りを見渡した

ところ、姫路駅寄りに人みたいなものが倒れているのを発見した。 

(5) 目撃者Ａ 

同駅は、通勤で利用しており、いつも同じ場所（２５ｋ５２０ｍ付近）で普

通列車に乗っている。当日も同じように普通列車に乗ろうと（西明石駅よりの）

階段（２５ｋ５７０ｍ付近）を下り、エスカレータの横を通った時、普段見か

けない女性が立っていて、すれ違ったのを覚えている。 

普通列車を待っていると本件列車が入って来たので、やり過ごそうと姫路駅

方を向いたところ、女性とすれ違った位置辺りから本件女性が飛び込んだのが

見えた。ぶつかったのと同時に頭の上に粉々に割れたガラスが飛んで来た。ま

た、着ていたＹシャツに飛び散った血が付いたが、怪我はなかった。 

(6) 目撃者Ｂ 

大体、７時１５分から４０分の間の電車を利用しており、当日は、普通列車

で通勤しようとエレベータの前（２５ｋ５８５ｍ）付近に立って本を読んでい

た。 

本件列車が目の前を通り過ぎる時に、ガラスの破片や何かの物体らしいもの

が足下を通過したので、何かなと思い姫路駅方を見たところ、西明石駅方から

女性の悲鳴が聞こえ、姫路駅方にある階段付近に女性の遺体らしきものを発見

した。 

なお、本事故の発生時刻は、７時３７分ごろであった。 

（付図１、２、３及び写真１、２参照） 
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２.２ 人の死亡及び負傷の状況 

旅    客 状         況 

本件女性（６５歳） 死亡（頭頂部開放骨折による脳挫滅） 

負傷者Ａ（４５歳） 頭部打撲・挫傷、首・肩・左脇腹・両足打撲 

負傷者Ｂ（３６歳） 左手・左足打撲 

負傷者Ｃ（２３歳） 左足打撲 

負傷者Ｄ（１６歳） 前頭部切創、左足打撲 

死亡した本件女性の身長は約１６２㎝で、姫路駅方階段（２５ｋ６００ｍ）付近ま

で跳ね飛ばされていた。 

また、線路には本件女性の所持品と思われる品物はなかった。 

なお、兵庫県警明石警察署によれば、本件女性が病院に通院していた記録はないと

のことであり、頭頂部開放骨折については、本件列車と衝突したことによるものであ

るとのことであった。 

 

２.３ 鉄道施設及び車両等に関する情報 

2.3.1 事故現場に関する情報 

同駅は、２面５線で、１番線及び２番線は上り線、３番線及び４番線は下り線と

して使用し、５番線は貨物列車等の待避線として使用している。 

同駅は、快速列車及び普通列車の停車駅であり、本件列車を含む新快速列車は通

過するが、旅客の安全を考慮し列車進入時には自動的に列車接近案内放送が流れる

設備がある。 

下り線ホームの長さは、約２６０ｍであり、ホームには、中央部西明石駅方及び

姫路駅方に階段が設置され、西明石駅方にエスカレータ、階段と階段の間にエレ   

ベータが設置されている。 

本件列車には、ブレーキの操作状況を記録できる装置が設備されており、その装

置には２５ｋ５３０ｍ付近を速度１１９km/h で走行中に非常ブレーキが操作され、

その１.２秒後（約３３ｍ走行）に非常ブレーキが作動した記録が残されていた。ま

た、本件列車は本件女性と衝突後、約４７０ｍ走行して１号車の先頭が２６ｋ   

００１ｍ付近に停止した。 

（付図３及び写真２参照） 

 

2.3.2 車両に関する情報 

車両の概要 

車  種   直流電車（１,５００Ｖ） 
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編成両数   １２両（８両＋４両） 

編成定員   １,６８８名（座席定員８１６名） 

 

２.４ 車両の損傷に関する情報 

運転室右側前面ガラスが、ホーム上面から約１２０㎝の位置を中心とする縦約８５

㎝×横約１００㎝の大きさで破損していた。 

（写真１参照） 

 

２.５ 乗務員に関する情報 

本件運転士                   男性 ３２歳 

甲種電気車運転免許               平成１１年２月２２日 

 

２.６ 気象に関する情報 

当時の事故現場付近の天気は、雨であった。 

 

 

３ 事実を認定した理由 

 

３.１ 解析 

3.1.1 本件列車が同駅に進入した時の見通しについての解析 

(1) ２.１(1)に記述したように、本件運転士が「パラパラと雨が降ってきたが、

視界が悪いというようなこともなくブレーキが滑るということもなかった」、

「ホーム上は、人が溢れているような状況ではなく、点字ブロック付近を歩

いている人もいなかった」と口述していること 

(2) ２.１(2)に記述したように、乗客が「ホーム上は混んでいるような状況で

はなく、点字ブロックとホームの縁までは、まだ余裕があった」と口述して

いること 

から、本件列車からの前方及びホーム上の見通しは、問題があるような状況では

なかったものと考えられる。 

 

3.1.2 負傷者の状況の解析 

２.２に記述したように、本件列車と衝突した本件女性が姫路駅方の階段付近まで

跳ね飛ばされていることから、普通列車を待っていたホーム上の旅客のうち４名に、

本件女性が本件列車と衝突した弾みで跳ね飛ばされた際に接触したこと、及びその
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衝撃でこれら旅客がホームに倒れたことなどにより負傷したものと推定される。 

 

3.1.3 本件女性と本件列車との衝突についての解析 

(1) ２.１(1)に記述したように、本件運転士が「運転室右側前面ガラスに本件

女性が衝突した」と口述していること 

(2) ２.１(2)に記述したように、乗客が「本件女性が人の間をすり抜け、本件

列車に対して体を開くように点字ブロックの方に向かって進んできた」、「線

路をのぞき込むような行動を取った」、「本件女性が線路の方に進んで、本件

列車と衝突して窓ガラスが蜘蛛の巣を張ったようにひび割れた」と口述して

いること 

(3) ２.２に記述したように、警察情報によれば、頭頂部開放骨折については、

本件列車と衝突したことによるものであるとのこと 

(4) ２.４に記述したように、運転室右側前面ガラスにホーム上面から約１２０

㎝の位置を中心とする縦約８５㎝×横約１００㎝の大きさで破損があること 

から、本件女性がホームから事故発生直前に身を乗り出したことにより、本件列

車の運転室右側前面ガラスに本件女性の頭部が衝突したものと推定される。 

なお、本件女性が身を乗り出した理由については、２.１(1)、(2)、(5)に記述し

たように、本件列車の方に進んでいったという複数者の口述はほぼ一致しているも

のの、特定するに足りる情報が得られなかったことから、明らかにすることが出来

なかった。 

また、２.１(1)に記述したように、本件運転士が「本件列車の直前に本件女性が

身を乗り出してきた。気笛を吹鳴し、非常ブレーキを操作した」、「本件女性を発見

したのは、衝突した地点から約５０ｍ手前のホーム中程の位置（２５ｋ５００ｍ付

近）」と口述していること、及び 2.3.1 に記述したように、ブレーキの操作状況を

記録できる装置の記録から、２５ｋ５３０ｍ付近で非常ブレーキを操作し、非常ブ

レーキが作動したのは衝突位置付近（２５ｋ５６０ｍ付近）と考えられることから、

衝突前に本件列車を停止させることは出来なかったものと考えられる。 

 

 

４ 原 因 

 

本事故は、本件列車が大久保駅を通過中に本件女性がプラットホームから身を乗り

出したため、本件列車と衝突したことによるものと推定される。 

また、後続の普通列車を待っていた旅客４名が負傷したことについては、本件列車
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と衝突し跳ね飛ばされた本件女性の体が当たり、その衝撃でプラットホームに倒れた

ことなどによるものと推定される。 

なお、本件女性がプラットホームから身を乗り出した理由については、明らかにす

ることが出来なかった。 

 

 

５ 参考事項 
 

同社は、本事故発生後、同駅のプラットホームに新駅及び狭隘部に実施しているゼ

ブラライン並びにホーム縁部分に注意喚起ラインを塗布した。 
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付図２ 事故現場付近の地形図 

付図１ 山陽線路線図 

山陽線 神戸駅～下関駅間 ５２８.１㎞（複線） 
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付図３ 大久保駅事故現場付近略図 
（２５ｋ５１０ｍ～２５ｋ６１０ｍ付近） 
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点字ブロック

約１ｍ
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約５.２ｍ 約５.７ｍ 約２.９ｍ

負傷者

：目撃者 衝突位置
２５ｋ５６０ｍ付近

本件女性
２５ｋ６００ｍ付近
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写真１ 車両の損傷状況 

写真２ 本事故現場付近 

ＥＳ

ＥＶ
階段

階段

撮影：事故当日午後

衝突時に損傷した運転室右側ガラス

蜘蛛の巣状の痕跡

（運転室内より撮影）

土山駅停車中に撮影



≪参 考≫

本報告書本文中に用いる解析の結果を表す用語の取扱いについて

本報告書の本文中「３ 事実を認定した理由」に用いる解析の結果を表す用語は、

次のとおりとする。

①断定できる場合

・・・「認められる」

②断定できないが、ほぼ間違いない場合

・・・「推定される」

③可能性が高い場合

・・・「考えられる」

④可能性がある場合

・・・「可能性が考えられる」




